議　題（１）民具の整理について

１　民具登録点数　

　　・知多収蔵庫　　　　　　　　　 2,073点

　　・白山小学校北館　　　　　　　　 385点

　　・高蔵寺浄化センター内倉庫　　 2,171点

　　・中央公民館西館３階　　　　　 6,440点

　　・その他（郷土館･展示室等） 　　 404点
　 合　計　　　　　　　　　　 11,473点

２　今年度の対応
　　　　知多収蔵庫の民具について、次の視点により整理する。

（1） 民具台帳未登録で受け入れ時の記録のないもの

（2） 破損しており展示に耐えられないもの

（3） 部品しかないもの

（4） 同じものが多数あるもの

報　告（１）郷土館の変遷について

　　　（別紙のとおり）
その他（１）平成２２年度文化財課事業について

〔1〕 文化財保護の啓発

	事　　業　　名
	事　　　　業　　　　内　　　　容

	第12回内津文化財祭
	内津の豊かな自然と内々神社の文化財を通して歴史を身近に感じ、文化財への愛護意識を育むため、内津文化財祭を開催した。

　開催日　５月９日(日)

　場　所　内々神社

　参加者　800人
　内　容　市内在住の伝統芸能（三味線）奏者による演奏、「すみれ塚」の解説や御舞台の公開など

	｢郷土誌かすがい｣の発行
	市民が郷土の歴史や文化財に親しめるよう「郷土誌かすがい」を発行した。

　第69号(平成22年11月１日)　　2,500部発行

	文化財ボランティア養成講座（７回）
	市民が、地域の文化遺産・伝統文化に愛着を持ち次世代に継承するため、文化財ボランティア養成講座を開講した。
開催日　11月５日（金）～12月17日（金）の毎週金曜日

場　所　中央公民館　他

受講者　16人

	文化財防火デー
	文化財を火災から守り、次の世代へ継承していくため、防火訓練及び指定文化財所蔵寺社の防火査察を実施した。

◇防火訓練　　　実施日　１月20日(木)

場　所　密蔵院

参加者　300人

◇防火査察　　　実施日　１月21日(金)

場　所　瑞雲寺始め文化財所蔵寺社16か所

	郷土館事業
	郷土館茶会
	郷土館を会場に、茶会を開催した。

開催日　5月、6月、9月、1月、3月の各第１日曜日
（年５回開催）

参加者　420人

	
	親子教室
	「竹とんぼを作って遊ぼう」

竹とんぼを作り、遊び方の指導を行った。

　開催日　７月31日(土)　　　受講者32人

	
	
	「竹を使って昆虫を作ろう」

竹を材料に昆虫の作り方の指導を行った。

　開催日　８月21日(土)　　　受講者34人

	
	
	「お手玉を作って遊ぼう」

お手玉を作り、遊び方の指導を行った。

開催日　３月12日(土)　　　受講者29人


	事　　業　　名
	事　　　　業　　　　内　　　　容

	考古企画展

「春日井の古代史事始Ⅲ」
	二子山古墳・下原古窯の発掘調査成果を中心に、埴輪の時代的な変化や特徴について解説・展示した。
　開催期間　９月29日（水）～10月11日（月）

　場　所　　文化フォーラム春日井・ギャラリー
　来場者　　1,444人

	第18回春日井シンポジウム

「『万葉集』に歴史を読む」
	「『万葉集』に歴史を読む」をテーマに、考古学・文献史学の視点から東海地域の特色について検討し、議論を深めた。
　開催日　10月２日(土)・３日(日)

　場　所　市民会館

　参加者　1,050人

	民俗考古展示室再整備
	「調べ」「学び」「体験」ができる民俗考古展示室として再整備した。
開設日　10月２日

見学者　4,616人

	森浩一文庫開設
	同志社大学名誉教授・森浩一氏から寄贈の図書及び資料を「森浩一文庫」として整備し、市民に公開した。
開設日　10月２日

蔵書数　約13,000冊

利用者　532人

	第20回ハニワまつり
	市民参加によりハニワを制作･野焼きし、ふれあい緑道（ハニワ道）とハニワの館に設置した。古代技術の体験工房（勾玉づくり、ミニハニワづくり）を実施した。

　開催日　10月31日（日）

　場　所　二子山公園

　参加者　9,300人

	民俗企画展

「消防の道具」
	明治から昭和の初めころまでの消防道具を展示した。
　開催期間　２月15日(火)～３月20日(日)
場　所　　民俗考古展示室
　来場者　　344人

	春日井古代史講座
	「地籍図から探る春日井の古墳と景観」をテーマに南山大学名誉教授・伊藤秋男氏による講演を行った。

開催日　３月27日（日）

場　所　中央公民館

受講者　106人


〔２〕文化財の調査・記録

	事　　業　　名
	事　　　業　　　内　　　容

	民俗・歴史資料の収集及び記録・保存
	衣食住及び生業に関する資料を中心に収集し、記録・保存した。
昭和40年代の生活用品など612点　新規登録

	民俗聞き取り調査
	市内の風習や伝承など、聞き取り調査の記録をもとに報告書の原稿を作成した。

	埋蔵文化財調査及び出土遺物の整理
	開発に伴う発掘調査を行い、出土遺物を整理、保存した。

天王山古墳確認調査、神領町地内試掘調査など

	｢平成22年度市内遺跡調査概要報告書｣の発行
	下原古窯跡群などの確認・試掘調査の概要を報告書として発行した。（平成22年度の国庫補助対象事業）


〔３〕文化財の保護・保存
	事　　業　　名
	事　　　　業　　　　内　　　　容

	指定文化財の保護・保存のための補助
	市内の指定文化財の保護保存のため補助金を交付した。
（春日井市指定文化財保存事業補助金交付要綱）
　〔恒常的な補助〕

　　史跡等環境整備　　　内々神社始め３団体

後継者育成　　　　　小木田の棒の手始め２団体
　　火災報知設備点検　　密蔵院始め４団体
　〔臨時的な補助〕

　　用具等の修理購入　　小木田の棒の手保存会始め２団体

有形文化財修理　　　玉野郷土芸能保存会始め２団体

	郷土芸能伝承事業への補助
	市内の各地に伝わる郷土芸能の後継者育成及び保存伝承に必要な用具等の修理、購入に対し補助金を交付した。
（春日井市郷土芸能に対する補助に関する要綱）

　保存伝承事業　　　　玉野郷土芸能保存会始め34団体

　用具の修理購入事業　六軒屋郷土芸能保存会始め５団体

	史跡等清掃委託
	文化財の保存を図り地域に密着した文化財愛護意識を育てるため、古墳等の清掃を地元町内会等に委託した。
　委託先　二子町区始め11団体


（２）平成２３年度文化財課事業について

〔１〕文化財保護の啓発

	事　　業　　名
	事　　　　業　　　　内　　　　容

	第13回内津文化財祭
	雅楽の演奏、茶会、三十六歌仙額・御舞台の公開など行い、内津の文化財を親しめる場とする。また、春日井文化財ボランティアの会が文化財等を解説する。
日　時　　　平成23年５月８日(日)

場　所　　　内々神社

	「郷土誌かすがい」の発行
	市民が郷土の歴史や文化財に親しめるよう「郷土誌かすがい」を発行する。(年1回発行)

	文化財ボランティア育成
	平成20年度から22年度の３年間で養成してきた文化財ボランティアのレベルアップを図るため、ステップアップ研修を実施する。
　◇対象者　文化財ボランティア　72名

	文化財防火デー
	国の重要文化財などを火災から守り、次の世代へ継承していくため、防火訓練及び指定文化財所蔵寺社の防火査察を実施する。

　◇防火訓練　　　年1回実施

　◇防火査察　　　年1回実施

	郷土館事業
	郷土館を会場に、茶会、親子教室等を開催する。

· 郷土館茶会　　　　　　　　　年５回開催

· お手玉を作って遊ぼう    　　年1回開催

	親子体験教室
	昔ながらの遊びなどを通じて「歴史」「民俗」への関心を深めてもらうため親子体験教室を実施する。

◇勾玉づくり

日　時　４月30日（土）、５月３日（火・祝）

場　所　中央公民館

◇竹とんぼを作って遊ぼう

日　時　７月30日（土）

場　所　中央公民館

◇夏休み親子歴史講座「考古学入門」

日　時　８月３日（水）

場　所　民俗考古展示室、下原古窯跡群

◇竹を使って昆虫をつくろう

日　時　８月６日（土）

場　所　中央公民館


	事　　業　　名
	事　　　　業　　　　内　　　　容

	春日井古代史講座

	郷土の歴史に対する市民の理解と認識を深め、文化財保護についての意識高揚を目指し、春日井の古代史に関する講座を開催する。
　日　時　５月28日（土）、６月４日（土）、６月11日（土）

　場　所　中央公民館

講　師　愛知県埋蔵文化財センター・赤塚次郎

南山大学名誉教授・伊藤秋男

文化財課職員

	森浩一文庫特別講演

	同志社大学名誉教授･森浩一氏による講演を行う。

日　時　６月18日（土）

場　所　中央公民館

演　題　「災害の歴史に学ぶ」

	第19回春日井シンポジウム
「この国の歴史と形～東海学を視座にすえて～」
	第１部は「神仏習合」、第２部は「古代日本人と渡来人」、第３部は「日本の地域文化と食」をテーマに講演・討論を行う。
　日　時　　　平成23年10月８日(土)・９日(日)

　場　所　　　市民会館

	第21回ハニワまつり
	市民参加によりハニワを制作･野焼きし、ふれあい緑道（ハニワ道）とハニワの館に設置する。あわせて体験工房等を開催する。

　日　時　　　平成23年10月22日(土)

　場　所　　　二子山公園

	考古企画展

民俗企画展
	文化財愛護思想を普及啓発し、文化財への理解を深めるため、考古･民俗･歴史関係の資料を展示する。


〔２〕文化財の調査・記録

	事　　業　　名
	事　　　　業　　　　内　　　　容

	民俗・歴史資料の収集及び記録・保存
	衣食住及び生業に関する資料を中心に収集し、記録・保存する。

	民俗聞き取り調査
	市内の風習や伝承など聞き取り調査した記録をもとに報告書の原稿作成を行う。

	埋蔵文化財調査及び出土遺物の整理
	開発に伴う発掘調査を行い、出土遺物を整理し、保存する。

	｢平成23年度市内遺跡調査概要報告書｣の発行
	平成23年度に国庫補助対象事業として実施する確認・試掘調査の概要を報告書として発行する。


〔３〕文化財の保護・保存

	事　　業　　名
	事　　　　業　　　　内　　　　容

	指定文化財の保護・保存のための補助
	市内の指定文化財の保護・保存のため補助金を交付する。

	郷土芸能伝承事業への補助
	市内の各地に伝わる郷土芸能の後継者育成及び保存伝承に必要な用具等の修理、購入に対し補助金を交付する。

	史跡等清掃委託
	文化財の保存を図り地域に密着した文化財愛護意識を育てるため、古墳等の清掃を地元の町内会等に委託する。
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